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 1.  オンラインセミナー（ウェビナー）とは何か？ 

 BtoBマーケティングにおいて、新規リード獲得・⾒込み顧客の育成に有効なマーケティン 
 グ施策としてセミナーの実施があります。 
 それぞれに適した「コンテンツ」や「セミナー規模」があり、⼤きく分けると 
 ・初回接触となるセミナー（潜在顧客向けのオープンセミナー*1） 
 ・ライトCV／お問い合わせ後、2回⽬以降の接触となるセミナー（顕在顧客向けのクロージ 
 ングセミナー*2） 
 に分かれます。 



 ■オンラインセミナー（ウェビナー）とは？ 
 その中で、オンラインセミナーは、Web上で動画を⽤いたセミナーのことを指します。「 
 Web＋Seminar」で「Webinar（ウェビナー）」と呼ばれることもあります。 
 昨今の状況からリモートワークが進み、より需要は⾼まっています。 

 セミナー運営については、いくつか弊社でも記事にまとめておりますので、以下もご覧くだ 
 さい。 
 （参考）  初めてでも失敗しない「BtoBセミナー」開催の極意 ーBtoBセミナー開催に⽋かせない 
 3つのポイントとは？    
 （参考）  初めてでも失敗しない「BtoBセミナー」開催の極意【後編】ー会場の決め⽅から当⽇ 
 の必須アイテムまで 

 2.  セミナーページを作成する理由と期待できる効果 
 理由はオンラインセミナーでも通常のセミナーでも同じですが、 
 セミナーページを作ることで、  「セミナー集客」が仕組み化され、リード育成に活かすこと 
 ができます。 
 また、オンラインセミナーの場合は、Webサイト上で集客することで、⼤⼈数の集客を効率 
 良く実現することが可能です。 

 また、ferret Oneでセミナー申込みフォームを作成・利⽤することで、ferret One内に申込者 
 の  ⾏動履歴・情報が蓄積  されるため、  ⾏動履歴を参考にした営業活動、獲得したメールアド 
 レスへのメールマガジン配信を⾏う  ことができます。 

 セミナー運営を初めて⾏うご担当者様は、以下もご覧ください。 
 （参考）  初めてでも失敗しない「BtoBセミナー」開催の極意 ーBtoBセミナー開催に⽋かせ 
 ない3つのポイントとは？ 

https://ferret-one.com/blog/btobseminar01
https://ferret-one.com/blog/btobseminar01
https://ferret-one.com/blog/btobseminar02
https://ferret-one.com/blog/btobseminar02
https://ferret-plus.com/11796
https://ferret-plus.com/11796


 3.  この施策を打つべき企業・ご担当者様 

 BtoB向けサービスでしたら、全てのご担当者様にマーケティング施策として実施していた 
 だくべきものとなります。 

 ・サイト上問い合わせ顧客に対し、商談で魅⼒を伝えきれず、失注してしまうケースが多い 
 企業 
  →  セミナーでノウハウや先⽅の課題に対する商品説明を⾏い、その後事後商談で個別案 
 内・クロージングをセットで⾏うことで受注率を⾼める  ことができます。 

 ・ホワイトペーパーなどライトCVは獲得できるが、お問い合わせ獲得ができない企業 
  →  セミナーを実施することで検討度合いを⾼める  ことができます 

 ・ハウスリストを所有しているが、CVポイントとなる提供コンテンツが少ない企業 
  →ホワイトペーパーなど作成と並⾏して、  セミナーをCVポイントにしてリード獲得・育 
 成を⾏う  ことができます 

 ※逆に以下の場合は⾏う必要はありません。 
 リードタイムが短く、問い合わせ時点でほぼ受注しているサービス 
 リード獲得→受注までの数値が良く、他施策実施でセミナー運営のリソースが無い企業 

 4.  セミナーページを作成すべきタイミング 
 BtoBマーケティング施策としてオンラインセミナーを実施すること・実施⽇が決定したら 
 なるべく早くサイトを作成し、集客を開始しましょう。 

 ※セミナーを既に実施していて、別の内容のセミナーを⾏う場合も、その内容ごとにセミ 
 ナーページを作成しましょう 

 5.  実施頻度（ページ作成の頻度） 
 セミナーを複数⾏う場合は、セミナーの内容ごとにセミナー申込みページを作成します。セ 
 ミナー内容が異なる＝「集客したいターゲット層が異なる」ということなので、1ページで2 
 つのセミナー募集を⾏うべきではありません。 

 多くのターゲットに参加してもらうためにも、  セミナー申込みページはセミナーごとに作成 
 し、別途⼀覧ページを作成してまとめて表⽰  することにしましょう。 



 6.  作成例 
 ・ferret Oneのセミナーページ 





 ・セミナー申込後サンクスページ（ferret One） 



 ・  セミナー⼀覧ページ（ferret One） 

https://ferret-one.com/seminar


 7.  セミナーページの作成⽅法の流れ 

 ▼⽤意するもの 
 ・オンラインセミナー情報（⽇時／オンラインセミナー場所／セミナー内容） 
 ・オンラインセミナー時に使⽤する資料のキャプチャ画像 
 ・講師プロフィール画像・紹介⽂（経歴、⾏っている仕事など） 
 ・ferret One管理画⾯ 
   └作成するページ 

 1.  セミナー説明ページ 
 2.  セミナー申し込みフォーム 
 3.  申込後のサンクスメール 

  （できれば）セミナー⼀覧ページ 

 ▼想定作業時間 
 3~5時間 

 ▼実際の⼿順 

 ⾏うこと  ferret One 機能 

 ①セミナー情報・ターゲットをまとめる（テキ 
 スト化する） 

 ー 

 ②セミナーページを作る（メインビジュアル・ 
 リード⽂・開催情報） 

 ferret One管理画⾯ 
 「サイト」＞「ページ⼀覧」＞「ページ編集」 
 もしくは「マーケティング・最適化」＞「LP」 

 ③サンクスページを作る  ferret One管理画⾯ 
 「サイト」＞「ページ⼀覧」＞「ページ編集」 

 ④申し込みフォームを作る  ferret One管理画⾯ 
 「サイト」＞「⼊⼒フォーム⼀覧」 

 ⑤申し込み後の⾃動返信メールをカスタマイズ 
 する 

 ferret One 
 「サイト」＞「⼊⼒フォーム⼀覧」 

 ⑥セミナーページへフォームを埋め込む  ferret One管理画⾯ 
 「サイト」＞「ページ⼀覧」＞「ページ編集」 
 もしくは「マーケティング・最適化」＞「LP」 

 ⑦フォームのテスト送信をする  公開ページでテストする 

 ①セミナー情報・ターゲットをまとめる（テキスト化する） 
 セミナーページをつくる前に、実施するセミナー情報をまとめていきます。 



 ・セミナーを⾏う⽬的 
 ⽬的によって、「誰に向けてセミナーを⾏うべきなのか」「どのような内容・レベル感の話 
 をするべきか」「セミナーのゴールは何にするべきか」が変わってきます。 
 例えば、ferret Oneという名前を知らなくても、課題感のマッチするユーザーを集めたい！ 
 ということであれば、Facebook広告などでターゲティング広告で集客しますし、⼀度接触 
 したライトなリード（ホワイトペーパーダウンロード・メルマガ登録）を育成し、ferret 
 Oneというサービスに興味を持ってもらいたいということであれば、ホワイトペーパーをダ 
 ウンロードしたユーザーにメール配信をすることで集客します。 

 ざっくりとCVを増やしたい（リードを増やしたい）ではなく、 
 どの層（潜在層・準顕在層・顕在層）のリードを、どのステータス（認知する・検討度合を 
 ⾼める・商談化・その場で受注する）にしたいのか明確にしましょう。 

 ・誰向けなのか 
 ⽬的を決めたので、集めるユーザー層を設定します。潜在層（サービスについて全く知らな 
 い⼈）・準顕在層（資料DLなどで接触した⼈）・顕在層（すでにサービスに興味を持って 
 いる⼈）etc… 
 申し込んでくれる顧客の状態を把握して決めていきましょう。 

 （例） 
 リード獲得について漠然とした課題感を持っていて、⼀度ferret Oneのホワイトペーパーを 
 ダウンロードしてくれた⼈（潜在層） 
 →課題感はあるが明確じゃない／サービス検討しているかは不明瞭／ferret Oneという名前 
 も知ってる程度かもしれない 

 ・今回のターゲットの課題・悩みは何か 
 （例） 
 Webからのリード獲得を⾃社ではじめたが、あまり上⼿くいっていない 
 LP制作を外部に任せており、スピーディーに更新/改善ができない 
 LPの⽂⾔、画像を変えるだけで更新費⽤がかかってしまうのが⾟い 

 こちらのドキュメント  をダウンロードして、実際に記載してみましょう。 

 ②セミナーページを作る（メインビジュアル・リード⽂・開催情報） 

 ①で⽬的が決まったので、⽬的に沿ってセミナーへ申込をしてもらう詳細ページを作成して 
 いきます。 

 ※セミナー募集ページの情報構造は  こちら  をご参考にしてください。 

 ②-1. セミナーに必要な情報を先に揃える 
 ferret Oneの管理画⾯で作成をする前に、テキスト⽂で問題ありませんので、セミナー情報 
 を揃えておきましょう。 

 最低限、必要となる情報は下記になります。 

https://docs.google.com/document/d/1YAgaoGKZVTlutmIAIFxLnLgeH4bQL5rKoMevZ3j9NdA/edit
https://ferret-one.akamaized.net/files/6033661d0882db0e09aedc93/%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%E5%8B%9F%E9%9B%86%E3%83%98%E3%82%9A%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%99%E3%81%AE%E6%83%85%E5%A0%B1%E6%A7%8B%E9%80%A0%E7%B4%B9%E4%BB%8B.pdf?utime=1613981213427


 ・オンラインセミナー情報（⽇時／オンラインセミナー場所／セミナー内容） 
 ・講師プロフィール画像・紹介⽂（経歴、⾏っている仕事など） 
 ・「セミナータイトル／キャッチコピー／こんな⼈にオススメ！」テキスト 
  ※⼿順①で紹介した  こちらのドキュメント  に埋めてみましょう 

 他、実際のセミナーで使う資料の⼀部をキャプチャした画像などがあると、集客時に効果的 
 です。 

 ②-2. ferret One管理画⾯にログインし、「マーケティング・最適化」> 「LP」をクリック 
 し、「＋新規作成」をクリックする 

 ※新規ではなく、既存のセミナーページを複製する場合 
 「マーケティング・最適化」 > 「LP」 から該当のセミナー名の右側にあるノートマークの 
 アイコンをクリックします。 

 ※LP機能ではなくサイト機能から作成したい場合 
 サイトマップにセミナーページを含めたいなどといった理由から、LP機能ではなくサイト 
 機能から作成したい場合は、「サイト」 > 「ページ⼀覧」をクリックします。該当のページ 
 の複製、もしくは右上の「新規ページ作成」をクリックします。 

https://docs.google.com/document/d/1YAgaoGKZVTlutmIAIFxLnLgeH4bQL5rKoMevZ3j9NdA/edit


 ②-3. フォーマットが3つ出てくるので、「セミナー向け」のフォーマットを選びます。 

 「サンプル」を開くと先に構成を⾒ることができます。 

 ②-4. 画⾯が変わり、フォーマットに沿ったデザインパーツが既に⼊っている状態でサイト 
 編集を開始します。 



 ②-5. 「ページ名・URL設定」をクリックし、ページ名（社内管理⽤の名前で⼤丈夫です） 
 とURL（デフォルトはランダムな数字になっています）を変更します。 

 ②-6. 先程②-1.で準備した内容を埋めていきます。 
 まずはファーストビューのメインビジュアル部分を埋めていきます。 



 上記画像を参考に、 
 ・セミナータイトル 
 ・⽇時 
 ・場所（オンラインの場合も必ず記載） 
 ・参加費／その他条件があれば記載 
 ・「参加申込」ボタンの設置 
 を作成しましょう。 

 フォーマットに⼊っていないパーツは、追加、削除をすることができます。 
 （参考）  デザインパーツ設置⽅法 
 （参考）  セクション・⾏・カラム・パーツを削除する⽅法 

 また、ボタンパーツのリンク先は、「⾒出し：お申し込みフォーム」を設定することをオス 
 スメします。 
 （参考）  Q.同⼀ページ内にリンクすることはできますか？ 

 ②-7. メインビジュアルの背景カラーを変更する 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/sections/360007324051
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360002811812
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360055295552


 左上のパレットマークをクリックすると、右側に「ヘッダーをカスタマイズ」という画⾯が 
 現れます。 
 この中の「背景設定」のカラーをクリックすると、好きな⾊に変えることができます。 

 ※もし画像にしたい場合は、その下の画像アップ部分に好きな画像をドラッグアンドドロッ 
 プします。 
 その後、「背景画像を⾮表⽰にする」のチェックをはずせば、確認できます。 

 ②-8. こんな⼈にオススメ！部分とセミナー紹介部分を埋めていく 



 フォーマットにそって、必要情報を⼊⼒していきます。 
 ⼿順②最初に⽤意した素材・テキストを⼊⼒していきます。 

 ②-9. セミナー資料を⼀部公開部分とセミナー情報・講師情報を埋めていきます。 



 ユーザーはこのページでセミナーについて理解をし、  ⾃⾝もしくは⾃社の課題解決につなが 
 ると判断  した場合、参加申し込みをします。 
 参加するかどうかの判断材料はできる限り記載してあげることが重要です。 
 どんな内容をセミナーで話してもらえるのか、話す⼈はどんなスキルセットの⼈なのか。 
 そのため、セミナー資料スライドの⼀部をサイト上に載せておくとと効果的です。 

 セミナー内容に関しても、⾃⾝の悩みを解決してくれるのかどうか判断される部分となりま 
 すので、できる限り具体的に記載してあげましょう。 

 オンラインの場合は、いつ参加URLが届くのか、専⽤ソフトのインストールは必要ないのか 
 どうか、通信環境に制限はあるかなど、参加前に起こりうる状況を予測して、できる限り詳 
 細な当⽇参加までのフローを共有してあげましょう。 



 例えばferret Oneでは、申込後に届くメール内容のキャプチャを載せ、URLがいつ⼿に⼊る 
 のかわかりやすくしています。 

 ②-10. 受講規約・個⼈情報に関するお取り扱いに関するリンクを追加します。 

 リッチテキストパーツを設置し、テキストリンクをセットしていきます。 
 テキストリンクの付け⽅については、  サイトページ・ブログでイメージ・テキストにリンク 
 を設定する⽅法  をご覧ください。 
 遷移先ページがない場合は、別途ページ作成が必要です。 
 個⼈情報取り扱い・受講規約もしくは利⽤規約に関しては必ずページを⽤意するようにしま 
 しょう。 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360035790711
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360035790711


 ②-11. ここまでできたら、次のステップでお申込フォーム部分を作成しますのでページ作成 
 は⼀度下書き保存をして終わります。 

 ③サンクスページを作る 
 申し込みフォームの設定に必要なサンクスページを先に作成します。 

 サンクスページとは、申し込みフォームを送信した後に遷移するページのことを指します。 

 ferret Oneでは上記のようなページに遷移させています。 



 ③-1. ferret One管理画⾯で、「サイト」 > 「ページ⼀覧」をクリックします。 

 ③-2.ページ⼀覧画⾯で、「新規ページ作成」をクリックします。 
 作成後、ページ名を変更し、セミナー⼀覧ページの階層に⼊れます。 



 ③-3. ページ⼀覧画⾯で、SEO設定をクリックします。 

 サンクスページは検索してページを表⽰しない設定（NOINDEX）にしますので、 
 タイトルを⼊⼒し、検索エンジン設定は全てチェックを付けます。 

 ③-4. 「ページ設定」に戻り、ページ編集をクリックします。 



 ③-5. 下記画像を参考に、デザインパーツを追加し、テキスト・画像を変更していきます。 

 ・お申込が完了したこと 
 ・申込後のアクションが明確なこと（このアドレスのメール確認して下さいなど） 
 ・当⽇の⼊室⽅法 
 ・その他不明点が合った場合の問い合わせ先 
 ・他セミナーや資料ダウンロードへ回遊する導線 

 上記をポイントに、ページを作成しましょう。 

 ③-6.  作成が終わったら、右上の「更新する」ボタンを押し、左上の「公開マーク」をON 
 にします。ONにすると緑⾊になります。 

 これでサンクスページの作成は完了です。 



 ④申し込みフォームを作る 
 ⼿順③でサンクスページが完成しましたので、いよいよ申し込みフォームを作成します。 

 ④-1.ferret One管理画⾯で、「サイト」 >「⼊⼒フォーム」 > 「⼊⼒フォーム⼀覧」をク 
 リックします。 

 ④-2. 「新しいフォームを作成する」をクリックしてフォームを作成します。 

 ④-3.フォームの情報を登録していきます。 
 「基本設定」の各項⽬を確認し、  「保存」  をクリックしてください。 



 ・フォーム名 
 解りやすく管理しやすい名前が便利です。 

 ・完了ページ 
 ⼿順③で作成したサンクスページを設定してください。 

 ・確認メール送信元アドレス 
 フォームの⼊⼒内容をユーザーに⾃動送信する確認メールの、送信元アドレスを設定してく 
 ださい。設定しない場合はオーナーアカウントのメールに⾃動設定されます。 

 ④-3.情報を全て登録したら  「保存」  をクリックします。 

 ④  -4.フォーム項⽬を追加・設定していきます。 
 詳細の⼿順についてはヘルプページを確認してください。 
 ・  フォームの作り⽅① （基本設定） 
 ・  フォームの作り⽅② （オプション設定） 

 ※必要に応じて、フォームの項⽬を追加することも可能です。 

 項⽬数を極⼒必要最低限なものに絞ることで、ユーザーの⼼理的な⼊⼒ハードルが低くなる 
 傾向があります。 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360035465111
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360035175092


 フォーム項⽬に困ったら、ferret Oneのセミナーページを参考にして下さい。 
 https://ferret-one.com/seminar 

 ④  -4.質問内容や選択肢などのカスタマイズをします。 
 それぞれの項⽬で  「編集」  をクリックすることで回答⽅法などのカスタマイズが可能です。 

 下記のような設定画⾯が表⽰されます。 

https://ferret-one.com/seminar


 ④-5. フォーム項⽬の表⽰順は、  「▲」「▼」  ボタンで変更できます。 

 ④  -5.  「プレビュー」  で確認します。 

 ▼プレビュー画⾯サンプル 

 実際の選択肢も、必須／任意も⾒ることができます。 



 ④-6. 確認して問題がなければ  「保存」  をクリックして、保存しましょう。 

 これでフォームが完成しました。 

 ⑤申し込み後の⾃動返信メールをカスタマイズする 

 フォームが作成できましたので、次はフォーム送信後にセミナー申込者へ届く⾃動返信メー 
 ルのカスタマイズを⾏います。 

 ※⾃動返信メールはそのままでも下記のようなメールがデフォルトで設定されているため、 
 カスタマイズをしなくてもご利⽤いただけます。 

 ▼フォーム⼊⼒ユーザーへの⾃動返信メールの⾒本 



 ⑤-1. フォームの編集画⾯（サイト > ⼊⼒フォーム > ⼊⼒フォーム⼀覧から該当フォームを 
 選んでいる状態）で「オプション設定」タブをクリックします。 
 ※編集画⾯を開くと、最初は「基本設定」タブが表⽰されています 

 ⑤-2. 「確認メールの送信」がONになっていることを確認する 
 ON：緑⾊のボタンマークで「使⽤中」／OFF：⽩⾊のボタンマーク「未使⽤」 となりま 
 すので、メール送信をする状態になっているのか確認しましょう。 



 ⑤-3. 「確認メールの編集」をONにする 
 ON：緑⾊のボタンマークで「使⽤中」／OFF：⽩⾊のボタンマーク「未使⽤」 となりま 
 す。 

 ⑤-4. 下にスクロールして「保存する」ボタンの右側に表⽰された「メール設定」ボタンを 
 クリックする 

 ボタンをクリックすると、メール編集画⾯に移ります。 

 ⑤-5. テキストメール／HTMLメールどちらで書くか決めてカスタマイズをしていきます。 



 ▼HTMLメールの作成⽅法 
 ③-5-1. メール作成画⾯内で「HTMLメールとして編集する」を押す 

 HTMLメールの編集画⾯が表⽰され、画⾯左側にページ編集機能と同様にデザインパーツが 
 表⽰されます。 

 HTMLメールで利⽤可能なパーツは以下の通りです。 
 ・リッチテキストパーツ 
 ・イメージパーツ 
 ・ボタンパーツ 
 ・シェアボタンパーツ 
 ・区切り線 

 ⑤-5-2.「タイトル」を⼊⼒します。 
 フォーム送信確認のメールであることがひと⽬でわかるタイトルを⼼がけましょう。 
 （例） 
 【ferret Oneへお問い合わせありがとうございます】ferret One運営事務局 
 【セミナーお申込みの御礼】ferret One運営事務局 



 ⑤-5-3.「本⽂」を⼊⼒します。 
 作成⽅法はページ編集と同様に各種デザインパーツをドラッグ＆ドロップすることで作成が 
 可能です。 

 （参考）  HTMLメールの作成⽅法 

 「フォーム⼊⼒したユーザーが無事送信完了したかどうか安⼼できる内容」を盛り込みつ 
 つ、「送信後⼀番興味のあるユーザーへ促したい⾏動」がある場合は、  セミナー受講までの 
 アクションとして、資料・ホワイトペーパーのダウンロードを促すボタン・バナーを⼊れた 
 り、他セミナーの案内ページへのリンクを貼る  のも効果的です。 

 ▼作成例 

 ③-5-4.メール本⽂内に「置換⽂字」を挿⼊します。 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360035563852


 置換⽂字を挿⼊することで、リストに保存されている「会社名」「担当者⽒名」などを送付 
 先ごとに指定することが可能となるため、よりメールが個⼈向けに送られているような、 
 パーソナライズされた印象を与えられます。 
 本⽂右側のモーダル画⾯で「置換⽂字」を設定可能ですので、画像を参考にメール本⽂を作 
 成してみましょう。 

 詳細については  メールマーケティング／新規メール 置換⽂字の項⽬⼀覧・作成例  をご覧く 
 ださい。 

 ⑤-5-5.本⽂のタブより「マルチパート」をクリックし、マルチパート設定を⾏います。 

 マルチパートとは、「端末や環境により、HTMLメールが受け取れない⽅⽤に代わりに送信 
 するテキストメール」のことです。 
 到達率を⾼め、相⼿にメールが届かないリスクを回避するために、必ず設定しておきましょ 
 う。詳細は  HTMLメールの作成⽅法  をご覧ください。 

 「⑤-5-3.本⽂の挿⼊」「⑤-5-4.置換⽂字の挿⼊」  を参考に、テキストメールを作成しま 
 しょう。 

 ※作成例のマルチパート部分です 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360017446812-%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%B1%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0-%E6%96%B0%E8%A6%8F%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%AB-%E7%BD%AE%E6%8F%9B%E6%96%87%E5%AD%97%E3%81%AE%E9%A0%85%E7%9B%AE%E4%B8%80%E8%A6%A7-%E4%BD%9C%E6%88%90%E4%BE%8B
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360035563852-HTML%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%AE%E4%BD%9C%E6%88%90%E6%96%B9%E6%B3%95


 ⑤-5-6. HTMLメール、マルチパートメールの作成が完了したら、右上の「プレビュー」を押 
 して、内容を確認します。 

 ⑤-5-7. 問題なければ、「保存してもどる」をクリックすると、⾃動で3秒後タブが閉じられ 
 ます。 

 以上でHTMLメール・マルチパートメールの作成は完了です。 



 ⑥セミナーページへフォームを埋め込む 
 作成したフォームを、⼿順②で作成したページに埋め込みます。 

 ⑥-1. ferret One管理画⾯で「マーケティング・最適化」> 「LP」をクリックします。 

 ⑥-2. 先程⼿順②で作成したLPタイトルの右側の「ペンマーク」をクリックします。 



 ⑥-3. ⼀番下のフォームパーツが⼊っているところまでスクロールし、フォームパーツをク 
 リックします。 

 ⑥-4. 下に⻘いバーが表⽰されるので、フォーム名のプルダウンを選択し、先程作成した 
 フォームを選択します。 
 すると、フォームが指定したものに変更されます。 

 ⑥-5. フォーム内容が問題なければ、右上の「更新する」をクリックし、左上の公開ボタン 
 をONにします。 

 これで、セミナーページの作成は完了です。 



 ⑦フォームのテスト送信をする 
 最後に、作成したページ・フォームが正常に機能するか送信テストをします。 

 ・フォーム送信が無事にできるかどうか 
 ・フォーム後、⾃動返信メールが届くかどうか 
 ・届いたメールはカスタマイズされた⽂⾯かどうか（メール内リンクに間違いが無いか） 
 ・⾃動通知メールが設定したアドレスに届くかどうか 
 ・⾃動通知メールが連携しているSlackやチャットワークに流れてきたかどうか 

 上記を中⼼に確認しましょう。 

 ⑦-1. フォームを埋め込んだ公開ページにアクセスします。 

 ⑦-2. フォーム内容を⼊⼒し、送信します。 

 ⑦-3. 通知先メールアドレスに、⼊⼒したフォーム内容が届いているか確認します。 



 ⑦-4. また、Slackやチャットワークなどを連携している場合は、⼊⼒したフォーム内容が届 
 いているか確認します。 

 ⑦-5. メール・チャットツールにお問い合わせが届いていることを確認したら、ferret One管 
 理画⾯に戻り、リード > お問い合わせ をクリックします。 



 ⑦-6. お問い合わせが確認できれば、完了です。 

 8.  番外編：セミナーページを使った集客時のポイント 

 ▼サイトにセミナーページへのリンクを追加しましょう 
 ferret Oneのサービスサイトでは、セミナーページを公開後、⼀覧ページに新規のセミナー 
 を追加しています。限られたユーザーではなく、オープンにセミナーを実施する際は、サー 
 ビスサイトに訪れたユーザーに⾒てもらえるよう導線を整えることが必要です。 
 実際のページはこちらの  セミナー⼀覧ページ  をご参考下さい。 

 また、セミナー⼀覧ページを⼀から作成する際は、こちらのを  LPのまとめページを作る⽅ 
 法  をご覧下さい。 

 ▼キャンペーンの計測URLを設定してから集客しましょう 
 セミナーへの集客を⾏う際、「広告」施策を実施する場合は、どの広告から流⼊しているの 
 かわかるように、ferret One機能のキャンペーン設定を⾏いましょう。 

 キャンペーンの⽤途や具体的な操作⽅法は  キャンペーン計測URL発⾏⽅法（広告準備編）  を 
 ご覧ください。 

 ▼メールマガジンでセミナーページへ集客しましょう 
 セミナーへの集客を⾏う際、「メルマガ」施策を実施する場合はハウスリストへセミナー案 
 内を送付しましょう。 
 できる限り、ニーズの近いユーザーに絞って送るのが効果的です。 
 配信リストの作成⽅法やferret Oneを使った実際の配信⽅法については、  メール配信⽅法 
 （既存顧客向け）  をご覧ください。 

 ▼集客後、当⽇までの間はメールでコンテンツを提供しましょう 
 セミナー申込み後、セミナーや貴社サービスへの興味／関⼼度は下がっていきます。当⽇ま 
 で時間が有る場合は特に⽋席率が⾼まる可能性がありますので、セミナーまでの間にも接点 
 を絶やさないように⼼がけましょう。 

 ・セミナー申込後のサンクスメールに関連資料のダウンロードを促す 
 ・セミナー数⽇前にインサイドセールスから連絡し、セミナー前後に商談をセッティングす 
 る 
 ・メルマガで、セミナー前⽇に明⽇のセミナーについてリマインド・よりセミナーが楽しみ 
 になるようなコンテンツ（記事・資料）を提供する 

 など、貴社ユーザーにあった接触⽅法を検討しましょう。 

https://ferret-one.com/seminar
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360040625812
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360040625812
https://fo-keiyaku.hmup.jp/marketing-manual#lp
https://fo-keiyaku.hmup.jp/marketing-manual#mail
https://fo-keiyaku.hmup.jp/marketing-manual#mail


 9.  よくある質問 

 Q. セミナーページは何を基準に分けて作成したほうがいいですか？ 
 セミナー⼀覧ページとセミナー詳細・申込ページは別々に作成をして下さい。 
 また、セミナー詳細ページはセミナーのテーマごとに必ず分けて制作をし、1つのページで 
 複数のセミナー紹介をしないようにしましょう。理由としては、セミナーページは⼀種のラ 
 ンディングページと同じものなので、「セミナー申込」に特化したページである必要がある 
 ためです。 

 Q. オンラインセミナーとオフラインセミナーでページに書くべき内容は異なります 
 か？ 
 オンラインセミナーとオフラインセミナーで⼀番の違いは「視聴⽅法」となります。オフラ 
 インセミナーであれば、当⽇どこに向かえば良いのか記載が必要ですし、オンラインセミ 
 ナーであればどのような接続機器と接続⽅法となるのか、通信環境の記載が必要です。合わ 
 せて申込⼈数の上限も⼤きく異なりますので、顧客の⽴場に⽴って作成していきましょう。 

 Q. セミナーページはグロナビやフッターに表⽰させたほうがいいですか？ 
 セミナーページは申込みに特化したページにすることをオススメします。CVRを⾼めるため 
 に、LPと同じような認識を持っていただくのが良いかと思います。 
 したがって、申込みボタン以外のCTA・リンクはできるだけ除外しましょう。 
 ferret Oneでは他ページと共通のグロナビ・フッターはセミナーページには表⽰していませ 
 ん。 

 Q. セミナーページへの集客はどうするといいですか？ 
 そもそも新規（未接触）を取り⼊れるために作ったオープンセミナーなのか、⼀度接触した 
 企業へのクロージングセミナーなのかによって変わります。 
 未接触の企業を集客する場合は、広告で集めるのが効果的です。⼀度接触した企業を集客す 
 る場合にはメールマガジンが適しています。 

 Q. 申込み者⼀覧をDLすることはできますか？ 
 可能です。お問い合わせ内容をDLすることと同じ⽅法で⾏います。 
 操作⽅法はヘルプページ、  問い合わせ（リード）情報をダウンロードする  をご覧ください。 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360035323611


 10.  ferret Oneサポートのご案内 

 運⽤⽀援サポート  ：貴社の状況に合わせてサイトの運⽤⽀援、施策のアドバ 
 イスを⾏います。必要に応じてお打ち合わせが可能です。 

 テクニカルサポート   TEL：03-6868-8244／Mail：管理画⾯右下より 
 受付時間：平⽇（⽉〜⾦）午前10時〜午後5時 

 ヘルプページ  ：  https://ferretone.zendesk.com/hc/ja 

 操作レクチャー  ：  https://fo-keiyaku.hmup.jp/contact_lecture 
     予約制です。Web会議もしくはお電話にて画⾯を⾒ながらレクチャー 
    
     もくもく会  ：  https://fo-keiyaku.hmup.jp/mokumoku-event 
     サポートが近くにいる状態で作業ができる場を提供。（オンライン有） 

       ■ ご請求内容の確認／ユーザー追加・変更はこちら 
 https://fo-keiyaku.hmup.jp/1087058 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja
https://fo-keiyaku.hmup.jp/contact_lecture
https://fo-keiyaku.hmup.jp/mokumoku-event
https://fo-keiyaku.hmup.jp/contact_option


 以上 

https://fo-keiyaku.hmup.jp/contact_option

